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○尾張旭市罹災証明書等交付要綱

尾張旭市罹災証明書等交付要綱（平成29年４月１日施行）の全部を改正する。

（趣旨）

第１条 この要綱は、風水害、地震その他の災害（火災を除く。）による被害（以下「罹災」という。）

の状況に対する証明書（以下「証明書」という。）を交付することについて、必要な事項を定めるも

のとする。

（対象）

第２条 証明書の交付の対象となるものは、尾張旭市内に所在する罹災した住家、住家以外の建物、動

産及びこれらに類するものとする。

（証明書の申請）

第３条 証明書の交付を受けようとする者は、罹災（届出）証明書交付申請書（第１号様式）を市長に

申請しなければならない。

２ 前項の場合において、住家等の被害の程度が準半壊に至らない（一部損壊）ものであって、その被

害の程度の確認に自己判定方式を用いる場合又は罹災届出証明書を申請する場合は、罹災の状況が分

かる写真を添えて提出するものとする。

３ 証明書の申請は、罹災後１か月以内を提出期限とする。ただし、当該期限を経過したことにつき理

由書（第２号様式）の提出があり、かつ、やむを得ない事情があると市長が認めたときは、この限り

でない。

（証明書の交付）

第４条 市長は、前条の申請がされたときは、審査の上、次の各号に掲げる証明書のうち、当該申請に

適した証明書を交付する。ただし、申請の内容に疑義がある場合はこの限りでない。

(1) 罹災証明書（第３号様式）

住家について、現地調査又は災害と被害の因果関係及び被害の状況が確認できる証拠により被害

の程度を市が証明するもの

(2) 罹災届出証明書（第４号様式）

住家、住家以外の建物、動産及びこれらに類するものについて罹災状況を市長に届け出た事実を

証明するもの

２ 前項の規定により交付した証明書について、再交付を受けようとするときは、前項の規定により証

明書の交付を受けた者が、証明書再交付申請書（第５号様式）により市長に申請しなければならない。

３ 市長は、前項の規定により再交付申請があったときは、第１項の規定による審査を省略し、証明書

の再交付することができる。

（証明事項）

第５条 証明書で証明する事項は、罹災による被害額は証明しないものとする。

（被害の程度）
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第６条 被害の程度の認定基準は、被害認定基準、災害に係る住家の被害認定基準運用指針その他国が

定める基準による。

（再調査）

第７条 第４条の規定により罹災証明書の交付を受けた者が、当該罹災証明書により証明された被害の

程度について、相当の理由をもって修正を求めるときは、当該罹災証明書の交付を受けた日の翌日か

ら起算して３か月以内に、市長に対し、再調査を申請することができる。

２ 前項の申請は、当該証明書の交付を受けた者が、市長に対し、当該罹災証明書を添えて、被害認定

再調査申請書（第６号様式）を提出して行うものとする。

３ 市長は、前項の規定により再調査の申請があったときは、再調査を行い、罹災証明書を交付するも

のとする。

（代理人の申請）

第８条 第３条、第４条第２項及び前条による申請は、代理人によって行うことができる。この場合に

おいて、代理人（同一世帯に属する者は除く。）は、委任状（第７号様式）を市長に提出しなければ

ならない。

（雑則）

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が定める。

附 則

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、令和７年４月１日から施行する。
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第１号様式（第３条関係）

第２号様式（第３条関係）

第３号様式（第４条関係）

第４号様式（第４条関係）

第５号様式（第４条関係）

第６号様式（第７条関係）

第７号様式（第８条関係）


